
は
じ
め
に

殷
王
朝
創
業
に
重
要
な
働
き
を
し
た
と
さ
れ
る
「
伊
尹
」
は
、
卜
辭
に
も
神
格

と
し
て
そ
の
名
が
習
見
す
る
。「
伊
水
の
神
、
そ
の
水
神
を
祀
る
祭
祀
者
」（
白
川

靜
著
作
集

別
卷
『
殷
文
札
記
』
七
十
一
頁
）
の
神
格
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
名
も
「
伊
水
」
か
ら
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
從
來
、

卜
辭
に
お
い
て
は
そ
の
「
伊
水
」
に
比
定
さ
れ
う
る
水
名
（
地
名
）
は
特
定
さ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
卜
辭
に
見
え
る
「
伊
尹
」
に
つ
い
て
は
、
時
期
に
よ

っ
て
そ
の
呼
稱
が
異
な
っ
て
お
り
、
第
一
期
（
賓
組
卜
辭
）・
第
二
期
に
お
い
て
は

「

尹
」［

躱
］・「

尹
」［

躱
］、
第
三
期
・
第
四
期
（
歴
組
卜
辭
）
に
お
い

て
は
「
伊
尹
」［
畠
躱
］
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
呼
び
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
拙
論
で

は
、
早
い
時
期
に
は
「
伊
尹
」
が
「

尹
」
や
「

尹
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
實

を
檢
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
た
に
「
伊
水
」
と
考
え
ら
れ
る
文
字
を

卜
辭
中
に
見
い
だ
す
試
み
を
お
こ
な
っ
た
。『
楚
辭
』「
天
問
」、『
呂
氏
春
秋
』「
本

味
」
な
ど
の
説
話
に
見
ら
れ
る
「
伊
尹
」
の
命
名
に
深
く
結
び
つ
い
た
「
伊
水
」

に
比
定
で
き
る
水
名
（
地
名
）
を
卜
辭
の
上
に
認
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

一
「
伊
尹
」
の
文
獻
に
お
け
る
記
載

「
伊
尹
」
に
關
す
る
記
事
は
多
く
の
文
獻
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下

に
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
列
擧
す
る
。

湯
王
の
重
臣
と
し
て
の
「
伊
尹
」

公
曰
く
、
君
奭
、
我
聞
く
、
在
昔
成
湯
既
に
命
を
受
け
、
時
に
則
ち
伊
尹

の
ご
と
き
有
り
て
、
皇
天
に
格
る
。
太
甲
に
在
り
て
は
、
時
に
則
ち
保
衡
の

ご
と
き
有
り
、
太
戊
に
在
り
て
は
、
時
に
則
ち
伊
陟
・
臣
扈
の
ご
と
き
有
り

て
、
上
帝
に
格
る
。
巫
咸
王
家
を
乂
む
。
祖
乙
に
在
り
て
は
、
時
に
則
ち
巫

賢
の
ご
と
き
有
り
、
武
丁
に
在
り
て
は
、
時
に
則
ち
甘
盤
の
ご
と
き
有
り
。

公
曰
、
君
奭
、
我
聞
在
昔
成
湯
既
受
命
、
時
則
有
若
伊
尹
、
格
于
皇
天
、

在
太
甲
、
時
則
有
若
保
衡
、
在
太
戊
、
時
則
有
若
伊
陟
・
臣
扈
、
格
于
上
帝
、

巫
咸
乂
王
家
、
在
祖
乙
、
時
則
有
若
巫
賢
、
在
武
丁
、
時
則
有
若
甘
盤

（『
書
』「
君
奭
」）

こ
れ
は
、
召
公
に
對
す
る
周
公
の
語
で
あ
り
、
殷
の
各
王
に
は
そ
れ
ぞ
れ
賢
臣
が

一
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い
て
王
業
を
補
佐
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
湯
王
の
時
に
に
あ
っ
て
は
、
伊
尹
に
大

き
な
功
績
の
あ
っ
た
こ
と
が
周
公
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
史
記
』
に

は
、

伊
尹
、
名
は
阿
衡
、
阿
衡
湯
に
奸
め
ん
と
欲
す
る
も
由
無
し
。
乃
ち
有
莘

氏
の
甑
臣
と
爲
り
、
鼎
俎
を
負
ひ
、
滋
味
を
以
て
湯
に
説
き
、
王
道
に
致
る
。

或
い
は
曰
く
、
伊
尹
は
處
士
。
湯
人
を
し
て
之
を
聘
迎
せ
し
む
。
五
た
び
反

り
て
然
る
後
、
肯
じ
て
往
き
て
湯
に
從
ひ
、
素
王
及
び
九
主
の
事
を
言
ふ
。

湯
擧
げ
て
任
ず
る
に
國
政
を
以
て
す
。
伊
尹
湯
を
去
り
夏
に
適
く
。
既
に
有

夏
を
醜
み
て
、
復
た
亳
に
歸
す
。

伊
尹
名
阿
衡
、
阿
衡
欲
奸
湯
而
無
由
、
乃
爲
有
莘
氏
甑
臣
、
負
鼎
俎
、
以

滋
味
説
湯
、
致
于
王
道
、
或
曰
、
伊
尹
處
士
、
湯
使
人
聘
迎
之
、
五
反
然
後

肯
往
從
湯
、
言
素
王
及
九
主
之
事
、
湯
擧
任
以
國
政
、
伊
尹
去
湯
適
夏
、
既

醜
有
夏
、
復
歸
于
亳

（『
史
記
』「
殷
本
紀
」）

と
い
い
、
伊
尹
が
有
莘
氏
の
甑
臣
と
し
て
湯
王
に
接
近
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、

處
士
で
あ
っ
た
伊
尹
を
湯
王
が
鄭
重
に
迎
え
入
れ
て
國
政
を
任
せ
た
こ
と
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
代
表
的
な
も
の
と
し
て
取
り
擧
げ
た
『
書
』『
史
記
』
の

記
述
は
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
密
接
な
繋
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

空
桑
説
話
に
見
え
る
「
伊
尹
」

有
枅
氏
の
女
子
桑
を
採
り
、
嬰
兒
を
空
桑
の
中
に
得
た
り
。
之
を
其
の
君

に
獻
ず
。
其
の
君
、酉
人
を
し
て
之
を
養
は
し
む
。
其
の
然
る
所
以
を
察
す

る
に
、
曰
く
、
其
の
母
、
伊
水
の
上
に
居
り
て
、
孕
む
。
夢
に
神
有
り
之
に

告
げ
て
曰
く
、
臼
、
水
を
出
さ
ば
東
の
か
た
に
走
れ
、
顧
み
る
こ
と
毋
か
れ
、

と
。
明
日
、
臼
を
視
る
に
水
を
出
だ
す
。
其
の
鄰
に
告
げ
て
、
東
走
す
る
こ

と
十
里
、
而
し
て
其
の
邑
を
顧
み
る
に
盡
く
水
と
爲
り
、
身
因
り
て
化
し
て

空
桑
と
爲
る
。
故
に
之
に
命
け
て
伊
尹
と
曰
ふ
。
此
れ
伊
尹
空
桑
に
生
ま
る

る
の
故
な
り
。
長
じ
て
賢
、
湯
、
伊
尹
を
聞
き
、
人
を
し
て
之
を
有
枅
氏
に

請
は
し
む
。
有
枅
氏
可
と
せ
ず
。
伊
尹
も
亦
、
湯
に
歸
せ
ん
と
欲
す
。
湯
、

是
に
於
て
婦
を
取
り
て
婚
を
爲
さ
ん
と
請
ふ
。
有
枅
氏
喜
び
、
伊
尹
を
以
て

甑
と
爲
し
て
女
を
送
る
。

有
枅
氏
女
子
採
桑
、
得
嬰
兒
于
空
桑
之
中
、
獻
之
其
君
、
其
君
令酉
人
養

之
、
察
其
所
以
然
、
曰
、
其
母
居
伊
水
之
上
、
孕
、
夢
有
神
告
之
曰
、
臼
出

水
而
東
走
、
毋
顧
、
明
日
、
視
臼
出
水
、
告
其
鄰
、
東
走
十
里
、
而
顧
其
邑

盡
爲
水
、
身
因
化
爲
空
桑
、
故
命
之
曰
伊
尹
、
此
伊
尹
生
空
桑
之
故
也
、
長

而
賢
、
湯
聞
伊
尹
、
使
人
請
之
有
枅
氏
、
有
枅
氏
不
可
、
伊
尹
亦
欲
歸
湯
、

湯
於
是
請
取
婦
爲
婚
、
有
枅
氏
喜
、
以
伊
尹
爲
甑
送
女

（『
呂
氏
春
秋
』「
本
味
」）

こ
れ
は
、
伊
尹
の
出
生
譚
で
あ
る
。
伊
水
の
洪
水
か
ら
難
を
逃
れ
た
母
が
「
空

桑
」
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
伊
尹
が
誕
生
し
、
そ
の
命
名
も
こ
の
こ
と
に
因
る
と
い

う
。
さ
ら
に
、
長
ず
る
に
及
ん
で
湯
王
の
知
る
所
と
な
り
、
有
枅
氏
の
女
の
甑
臣

と
し
て
湯
王
に
仕
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
楚
辭
』
に
も
同
樣
の
説
話
を

見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

成
湯
東
巡
し
て
、
有
莘
に
爰
に
極
る
。
何
ぞ
彼
の
小
臣
を
乞
ひ
て
、
而
し

て
吉
妃
を
是
れ
得
た
る
。
水
濱
の
木
、
彼
の
小
子
を
得
た
り
。
夫
れ
何
ぞ
之

を
惡
み
て
、
有
莘
の
婦
に
甑
せ
る
。

成
湯
東
巡
、
有
莘
爰
極
、
何
乞
彼
小
臣
、
而
吉
妃
是
得
、
水
濱
之
木
、
得

卜
辭
に
お
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る
「
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に
關
す
る
試
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彼
小
子
、
夫
何
惡
之
、
甑
有
莘
之
婦

（『
楚
辭
』「
天
問
」）

と
い
い
、
洪
興
祖
『
補
注
』
に
は
『
列
子
』「
天
瑞
」
の
「
伊
尹
生
乎
空
桑
」
の
注

を
引
い
て
、
こ
の
「
水
濱
」
を
「
伊
水
」
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
多
數
の
「
伊
尹
」
に
關
す
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

は
、
庖
人
な
ど
の
卑
賤
な
身
分
か
ら
身
を
起
こ
し
、
湯
王
の
殷
王
朝
創
業
に
力
を

盡
し
た
重
臣
と
し
て
の
「
伊
尹
」、
そ
し
て
空
桑
説
話
と
し
て
「
伊
水
」
と
の
關
わ

り
の
中
で
語
ら
れ
る
「
伊
尹
」
の
二
通
り
に
大
別
で
き
る
。

卜
辭
に
お
い
て
「
伊
尹
」
は
「
大
乙
（
湯
）」
と
同
辭
あ
る
い
は
同
版
に
見
え
る

も
の
が
あ
り
、「
伊
尹
」
と
湯
王
と
の
結
び
つ
き
を
現
實
の
も
の
と
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、「
空
桑
説
話
」
に
お
い
て
は
「
伊
尹
」
の
名
は

「
伊
水
」
に
因
る
と
い
う
緊
密
な
關
係
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卜
辭
の
上
に
、

從
來
「
伊
水
」
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
水
名
（
地
名
）
が
見
い
だ
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
。
冒
頭
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
拙
論
は
、
卜
辭
上
の
「
伊
尹
」
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
伊
水
」（
あ
る
い
は
「
伊
水
」
に
臨
む
地
）
を
表
す
と
考
え

ら
れ
る
文
字
を
卜
辭
中
に
認
め
、
説
話
に
お
い
て
「
伊
尹
」
と
深
い
關
わ
り
を
も

つ
「
伊
水
」
の
存
在
を
、
卜
辭
の
上
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二

卜
辭
に
見
え
る
「
伊
尹
」
の
呼
稱
の
相
異

第
一
期
（
賓
組
）・
第
二
期
卜
辭
で
は
、「

尹
」［

躱
］・「

尹
」［

躱
］

（
圖
版
１
の
ａ
・
ｂ
・
ｃ
）、
第
三
期
・
第
四
期
（
歴
組
）
に
お
い
て
は
「
伊
尹
」

［
畠
躱
］
と
さ
れ
て
お
り
（
圖
版
１
の
ｄ
・
ｅ
・
ｆ
）、
時
期
（
組
）
に
よ
っ
て
、

明
ら
か
に
異
な
っ
た
呼
稱
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「

尹
」
と

（
１
）

（
２
）

（
３
）

「
伊
尹
」
と
は
別
の
神
格
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
唐
蘭
氏

は
、「

尹
」
を
「
黄
尹
」
と
解
釋
し
、

卜
辭
の
伊
奭
（
伊
尹
の
別
稱
：
筆
者
註
）
は
夔
・
岳
と
同
時
に
祭
ら
れ
て

い
る
の
で
、
疑
い
な
く
必
ず
伊
尹
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
黄
奭
（
黄

尹
の
別
稱
：
筆
者
註
）
は
必
ず
黄
尹
で
あ
り
、
ま
た
即
ち
保
衡
、
或
い
は
阿

衡
で
あ
っ
て
、
伊
尹
と
別
人
で
あ
る
。
昔
人
が
混
亂
し
て
同
一
人
と
し
た
の

は
間
違
い
で
あ
る
。

卜
辭
伊
奭
與
夔
岳
同
祭
、
必
伊
尹
無
疑
、
然
則
黄
奭
必
是
黄
尹
、
亦
即
保

衡
或
阿
衡
、
與
伊
尹
爲
二
人
、
昔
人
混
而
爲
一
、
非
也

（『
天
壌
閣
甲
骨
文
存
』
第
三
十
六
片
考
釋
）

と
い
い
、
陳
夢
家
氏
も
「

尹
」
を
「
黄
尹
」
と
と
ら
え
、「
黄
尹
」
は
「
伊
尹
」
の

子
と
し
、
別
神
格
と
し
て
い
る
。

但
し
伊
尹
・
黄
尹
は
種
種
の
場
面
で
こ
の
よ
う
に
平
行
の
關
係
に
あ
り
、

黄
尹
は
伊
尹
の
子
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
疑
う
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

但
伊
尹
・
黄
尹
在
種
種
方
面
是
如
此
的
平
行
、
所
以
頗
疑
黄
尹
可
能
是
伊

尹
之
子

（『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』
三
六
四
頁
）

さ
ら
に
、
齊
文
心
氏
は
、

伊
尹
、
黄
尹
を
商
朝
諸
臣
の
屬
國
の
中
央
王
朝
へ
の
貢
士
制
度
に
お
い
て

考
察
す
れ
ば
、
更
に
は
っ
き
り
と
、
伊
尹
と
黄
尹
と
は
確
か
に
別
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
表
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

將
伊
尹
、
黄
尹
放
在
商
朝
諸
臣
屬
國
向
中
央
王
朝
貢
士
的
制
度
中
去
考
察
、

可
以
更
清
楚
地
表
明
伊
尹
、
黄
尹
確
係
二
人

（「
伊
尹
、
黄
尹
為
二
人
辨
析
」『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』
下
編
上
册

一
七
七
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頁
所
收
）

と
述
べ
、「
伊
」、「
黄
」
は
そ
れ
ぞ
れ
商
王
朝
の
屬
國
の
名
で
あ
り
、「
伊
尹
」
と

「
黄
尹
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
首
領
を
表
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、「

尹
」
と
「
伊
尹
」
と
は
同
一
の
神
格
で
あ
る
と
す
る
見
解

に
は
次
の
よ
う
な
も
が
あ
る
。
王
國
維
氏
は
「

」
を
「
寅
」
と
し
て
、

卜
辭
の
人
名
に
し
ば
し
ば
「
寅
尹
」
が
現
れ
る
、
古
は
「
寅
」
の
讀
み
は

「
伊
」
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
故
に
陸
法
言
の
『
切
韵
』
で
は
「
寅
」
は
「
脂
」

「
眞
」
の
二
韵
を
兼
ね
て
お
り
、『
唐
韵
』
以
降
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
伊
尹
」
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
卜
辭
人
名
中
屢
見
「
寅
尹
」、
古
讀
「
寅
」
亦
如
「
伊
」、
故
陸
法
言
切
韵
、

「
寅
」
兼
「
脂
」「
眞
」
二
韵
、
而
唐
韵
以
降
仍
之
、
疑
亦
謂
伊
尹
也

（『
古
史
新
證
』
第
四
章

商
諸
臣
）

と
し
、
ま
た
、
郭
沫
若
氏
は
「

」
を
「
黄
」
と
解
釋
し
た
上
で
、

こ
の
「

」
の
字
は
「
黄
」
字
で
あ
り
、「
衡
」
の
假
借
で
あ
る
。「
黄
尹
」

と
は
阿
衡
の
こ
と
で
あ
り
、
伊
尹
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
甲
と
同
時
に
卜

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
伊
尹
で
あ
る
こ
と
の
證
據
で
あ
る
。

此

字
即
黄
字
、
字
乃
假
爲
衡
、
黄
尹
即
阿
衡
、
伊
尹
也
、
此
与
大
甲
同

卜
、
亦
爲
伊
尹
之
證

（『
卜
辭
通
纂
』
第
二
三
六
片
考
釋
）

と
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
董
作
賓
氏
も
「
黄
尹
」
と
釋
し
た
上
で
、

舊
派
の
受
祭
者
は
…
…
祖
妣
の
ほ
か
に
、
兼
ね
て
先
臣
と
山
川
社
禝
と
を

祀
る
。
例
え
ば
黄
尹
（
文
武
丁
の
時
に
伊
尹
と
改
稱
し
た
）、
咸
戊
と
岳
・

河
・
土
な
ど
、
こ
れ
ら
は
全
て
新
派
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

舊
派
的
受
祭
者
…
…
祖
妣
之
外
、
兼
祀
先
臣
和
山
川
社
禝
、
例
如
黄
尹

（
文
武
丁
時
則
改
稱
伊
尹
）
咸
戊
和
岳
・
河
・
土
等
、
這
都
是
和
新
派
不
同

之
處

（『
甲
骨
學
六
十
年
』
一
一
一
頁
）

と
い
い
、
第
四
期
の
文
武
丁
期
に
「
伊
尹
」
と
改
め
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

拙
論
で
は
、
次
に
擧
げ
る
蔡
哲
茂
氏
の
考
察
に
從
っ
て
、
後
三
者
の
「

尹
」

と
「
伊
尹
」
と
は
同
一
の
神
格
だ
と
す
る
立
場
に
據
り
つ
つ
考
察
を
進
め
て
ゆ
く

こ
と
と
す
る
。
蔡
氏
は
「

尹
」
と
「
伊
尹
」
と
は
別
の
神
格
で
あ
る
と
し
た
先

述
の
齊
氏
の
論
文
に
對
し
て
、
以
下
の
ご
と
く
、
簡
潔
に
反
論
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

齊
氏
の
提
出
し
た
意
見
は
、
筆
者
を
贊
同
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

理
由
は
本
文
で
擧
げ
た
と
こ
ろ
に
詳
し
い
が
、
最
も
主
要
な
一
點
は
、
も
し

伊
尹
と
黄
尹
と
が
別
人
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
第
一
期
卜
辭
に
お
い
て
伊
尹
を

祀
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
。

齊
氏
所
提
意
見
仍
無
法
令
筆
者
贊
同
、
其
理
由
詳
見
本
文
所
擧
、
最
主
要

的
一
點
是
如
果
伊
尹
・
黄
尹
爲
二
人
、
第
一
期
卜
辭
不
可
能
不
祭
祀
伊
尹

（「
殷
卜
辭
『
伊
尹

示
』
考
─
兼
論
它
示
」
後
記

中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
集
刊

第
五
八
─
四

一
九
八
七
年
）

商
王
朝
建
國
の
功
臣
と
さ
れ
、
既
述
の
ご
と
く
古
文
獻
に
も
多
數
そ
の
名
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
「
伊
尹
」
が
第
一
期
の
賓
組
卜
辭
に
お
い
て
祀
ら
れ
な
い
で
、

別
の
神
格
の
名
ば
か
り
が
現
れ
る
と
考
え
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
蔡
氏
の

反
論
は
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
從
っ
て
拙
論
で
も

「

尹
」
と
「
伊
尹
」
と
を
同
一
の
神
格
と
す
る
立
場
で
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
こ

と
と
す
る
。

卜
辭
に
お
け
る
「
伊
水
」
に
關
す
る
試
論

一
八



三
「

」
の
解
釋
に
つ
い
て

「

尹
」
と
「
伊
尹
」
と
は
同
一
の
神
格
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
議
論
を
進
め

る
に
當
た
り
、「

」
字
の
解
釋
に
つ
い
て
諸
家
の
説
を
確
認
し
、「

」
字
の
示

す
所
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

「

」
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
節
で
觸
れ
た
よ
う
に
、「
寅
」
と
す
る
も

の
と
「
黄
」
と
す
る
も
の
と
の
二
通
り
の
立
場
が
あ
っ
た
。「
寅
」
と
解
釋
す
る
の

は
、
王
國
維
（『
古
史
新
證
』
の
説
）・
羅
振
玉
・
葉
玉
森
・
商
承
祚
・
島
邦
男
な

ど
の
各
氏
で
あ
り
、「
黄
」
と
す
る
の
は
王
國
維
（『
葛
壽
堂
所
藏
殷
虚
文
字
』
の

説
）・
董
作
賓
・
王
襄
・
郭
沫
若
・
陳
夢
家
・
唐
蘭
な
ど
の
各
氏
で
あ
る
。

釋
「
寅
」
説

王
國
維

前
節
に
既
述

羅
振
玉

曰
寅
尹
「

躱
」
一

五
一
「

躱
」
一

五
一
「

」
一

五
二

貞
之
于
寅
尹
（『
増
訂
殷
虚
書
契
考
釋
』
上

人
名
第

三
）

葉
玉
森

「

躱
」
羅
振
玉
氏
は
寅
尹
に
釋
し
て
い
る
。
王
國
維
氏
は
言

う
、
卜
辭
の
寅
字
は
皆
、
矢
に
從
っ
て
い
る
が
、
人
名
の

は
皆
、

大
に
從
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
寅
字
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
躱
字

は
確
か
に
尹
字
で
あ
る
。
王
襄
氏
は

の
別
構
が

で
あ
り
、
黄

字
の
變
體
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
私
が
考
え
る
に
、
卷
三
第
六
葉
第

三
版
の
戊
寅
も
ま
た
戊

に
作
っ
て
い
て
、

に
似
て
い
る
。

や
は
り
寅
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
。
卜
辭
に
は
黄
字
は
未
見
で
あ
る
。

黄
に
從
う
字
は
、
例
え
ば少
は
型
・

・

に
つ
く
っ
て
お
り
、

偏
旁
は
金
文
と
同
じ
で
あ
っ
て
、

に
作
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

よ
っ
て
、

が
黄
字
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
次
の
一

辭
は
「

」
に
作
っ
て
い
て
、
確
か
に
寅
父
の
よ
う
で
あ
る
。

寅
尹
と
寅
父
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
寅
父
は
ま
た
寅
尹

と
稱
す
る
か
。

「

躱
」
羅
振
玉
氏
釋
寅
尹

王
國
維
氏
曰
卜
辭
寅
字
皆
从
矢
、

而
人
名
之

皆
从
大
、
疑
非
寅
字
也
、
躱
塙
是
尹
字

王
襄
氏
疑

之
別
構

爲
黄
之
變
體

森
按
卷
三
第
六
葉
第
三
版
之
戊
寅
亦

作
戊

、
似

仍
可
讀
寅
、
卜
辭
未
見
黄
字
、
从
黄
之
字
、
如

少
作
型

、
其
偏
旁
與
金
文
同
、
無
作

者
、
則

非
黄
可
知
、

又
下
一
辭
作
「

」、
似
塙
爲
寅
父
、
疑
寅
尹
寅
父
爲
二
人
、
或

寅
父
亦
稱
寅
尹
也

（『
殷
虚
書
契
前
編
集
釋
』
卷
一

一
三
九
葉
）

商
承
祚

寅

卷
一
第
五
十
一
葉
、

同
上
、

第
五
十
二
葉

（『
殷
虚
文
字
類
編
』
第
十
四

一
五
葉
）

島
邦
男

金
文
に
於
い
て
は
「
黄
」
は

・

・

・

に
作
ら
れ
て
ゐ
て
、

卜
辭
の

・

は
之
に
從
っ
て
居
り
、
又
「
寅
」
は

・

・

に
作
ら
れ
て
ゐ
て
、
卜
辭
の

・

は
之
と
同
字
で
あ
り
、
而
し

て
卜
辭
の
干
支
の
「
寅
」
字
は
例
へ
ば

丙

・
丙
漠
・
丙

・

甲

・
戊

に
作
ら
れ
て
ゐ
て
、

躱
の

・

・

と
一
字
で

あ
る
か
ら

躱
は
「
寅
躱
」
と
釋
す
べ
き
で
あ
る
。

（『
殷
墟
卜
辞
研
究
』
二
四
八
頁
）
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釋
「
黄
」
説

王
國
維

躱
、
羅
參
事
は
寅
父
と
釋
す
。
だ
が
、
卜
辭
の
寅
字
は
皆
、
矢

に
從
い
、
人
名
の

尹
は
皆
、
大
に
從
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
寅

字
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
躱
は
確
か
に
尹
字
で
あ
る
。

躱
、
羅
參
事
釋
寅
父
、
然
卜
辭
寅
字
皆
从
矢
、
而
人
名
之

尹

皆
从
大
、
疑
非
寅
字
也
、
躱
確
是
尹
字

（『
葛
壽
堂
所
藏
殷
虚
文
字
』
九
・
九
）

董
作
賓

祖
甲
の
時
に
は
、
先
臣
は
祀
典
に
入
っ
て
い
な
い
。「
扶
」
の
卜

辭
に
は
咸
戊
が
見
え
る
。
咸
戊
は
武
丁
の
祀
典
中
に
常
に
見
え
る

も
の
で
あ
る
。
他
辭
中
の
伊
尹
は
す
な
わ
ち
武
丁
時
の
黄
尹
で
あ

る
。

祖
甲
時
先
臣
不
入
祀
典
、
扶
的
卜
辭
有
咸
戊
、
咸
戊
是
武
丁
的
祀

典
中
所
常
見
的
、
他
辭
中
的
伊
尹
、
就
是
武
丁
時
的
黄
尹

（『
殷
虚
文
字
乙
編
自
序
』
一
四
頁
）

王

襄

十
六

貞
于

尹

疑
黄
之
省
文

（『
簠
室
殷
契
徴
文
考
釋
』
人
名

三
葉
）

郭
沫
若

黄
尹
と
は
す
な
わ
ち
阿
衡
伊
尹
で
あ
る
。
あ
る
人
は
阿
衡
と
伊
尹

と
は
別
人
で
あ
る
と
説
く
。『
書
』「
君
奭
」
は
伊
尹
を
成
湯
に
屬

せ
し
め
て
、
保
衡
を
大
甲
に
屬
せ
し
め
て
い
る
の
を
證
拠
と
し
て

い
る
。
だ
が
、「
商
頌
」
の
「
長
發
」
に
「
允
な
り
天
子
、
卿
士
を

降
し
予
ふ
、
實
に
維
れ
阿
衡
、
實
に
商
王
を
左
右
す
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
述
べ
ら
れ
た
の
は
成
湯
が
夏
を
伐
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、（
阿
衡
は
）
伊
尹
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
舊
説
が
同
一
人
と

（
４
）

し
て
い
る
の
を
、
お
そ
ら
く
は
易
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。

黄
尹
余
謂
即
阿
衡
伊
尹
、
或
説
阿
衡
与
伊
尹
乃
二
人
、
書
君
奭
以

伊
尹
隷
于
成
湯
、
以
保
衡
隷
于
大
甲
爲
証
、
然
商
頌
長
發
「
久
也

天
子
、
降
予
卿
士
、
實
維
阿
衡
、
實
左
右
商
王
」
叙
在
成
湯
伐
夏

之
次
、
則
又
非
伊
尹
莫
屬
、
舊
説
爲
一
人
、
恐
仍
不
能
易

（『
殷
契
粋
編
考
釋
』
三
三
葉

第
一
九
八
片
）

陳
夢
家

前
節
に
既
述

唐
蘭

前
節
に
既
述

以
上
の
よ
う
に
、「

尹
」
に
關
し
て
「
寅
尹
」、「
黄
尹
」
二
通
り
に
釋
す
る
考

え
方
が
あ
る
。

「
寅
」、「
黄
」
い
ず
れ
に
釋
す
べ
き
か
を
考
察
す
る
に
當
た
り
、
こ
こ
で
干
支

を
表
す
「
寅
」
字
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
干
支
の
「
寅
」
字
は
、
第
五
期
に

至
っ
て
變
化
を
見
せ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
は
「
漠
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。

第
五
期
に
お
け
る
干
支
の
「
寅
」
字
は
實
に
多
樣
で
あ
り
（
圖
版
２
）、
そ
れ
ま
で

の
時
期
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
「
漠
」
字
に
つ
い
て
、
郭
氏
は
、

要
す
る
に
、「
寅
」
字
の
最
古
の
も
の
は
矢
の
形
、
弓
矢
の
形
、
或
い
は
矢

を
奉
ず
る
形
で
あ
り
、
引
射
と
同
意
で
あ
る
。

要
之
、
寅
字
之
最
古
者
爲
矢
形
・
弓
矢
形
或
奉
矢
形
、
與
引
射
同
意
。

（『
甲
骨
文
字
研
究
』
釋
干
支
）

と
い
う
。
ま
た
、
于
省
吾
氏
は
、

甲
骨
文
早
期
の
干
支
の
寅
字
は
み
な
漠
に
作
る
。
す
な
わ
ち
古
の
矢
の
字

で
あ
る
。
後
、
一
變
し
て

と
な
り
、
再
び
變
化
し
て

と
な
っ

（
５
）

卜
辭
に
お
け
る
「
伊
水
」
に
關
す
る
試
論

二
〇



た
。
…
…
つ
ま
り
、
寅
字
の
初
文
は
、
弓
矢
の
矢
字
を
借
用
し
た
も
の
で
あ

る
、
…
…
古
音
で
は
矢
と
寅
と
は
雙
聲
で
あ
っ
た
…
…
。

甲
骨
文
早
期
干
支
的
寅
字
均
作
漠
、
即
古
矢
字
。
後
來
一
變
爲

、

再
變
爲

。
…
…
總
之
、
寅
字
的
初
文
、
係
借
用
弓
矢
的
矢
字
、
…
…
古

音
矢
與
寅
雙
聲
…
…
。

（『
甲
骨
文
字
釋
林
』
四
四
五
頁

附
録
「
釋
古
文
字
中
附
劃
因
聲
指
事
字

的
一
例
」）

と
し
、
郭
氏
と
同
樣
に
「
矢
」
字
を
「
寅
」
字
の
最
古
の
も
の
と
考
え
、
音
に
つ

い
て
も
仮
借
の
關
係
に
あ
っ
た
と
す
る
。
羅
振
玉
、
王
襄
の
各
氏
も
干
支
に
關
し

て
で
は
な
い
が
、「
漠
」
字
を
「
象
鏑
幹
栝
之
形
」、「
古
矢
字
」
と
し
て
お
り
、

「
射
」
の
字
形
［
必
］
に
含
ま
れ
る
部
分
を
見
て
も
、
明
ら
か
に
「
漠
」
は
「
矢
」

字
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
矢
」・「
寅
」・「
黄
」
の
三
字
に
つ
い
て
の
見
解
を
み
て
み
た
い
。
姚

孝
遂
氏
は
、

契
文
の
「
矢
」、「
寅
」、「
黄
」
は
元
來
、
源
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

用
い
ら
れ
方
に
よ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
分
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

矢

漠

寅

漠

黄

「
矢
」、「
寅
」、「
黄
」
の
諸
形
は
、
も
と
も
と
繋
が
り
が
あ
り
、
ま
た
區
別

が
あ
る
。
要
す
る
に
み
な
矢
の
形
か
ら
衍
化
し
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

晩
期
卜
辭
で
は
「
矢
」
は
漠
に
作
り
、「
寅
」
は

、

に
作
り
、「
黄
」
は

に
作
り
、
區
別
は
非
常
に
嚴
密
で
あ
る
。
金
文
の
「
黄
」
字
は
、
す
な
わ

（
６
）

ち

形
の
譌
變
し
た
も
の
で
あ
る
。
郭
沫
若
が
佩
珩
の
形
に
象
る
と
し
た
そ

の
説
は
正
し
く
な
い
。
佩
珩
の
制
度
は
、
周
初
の
金
文
で
す
ら
見
る
に
及
ば

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
契
文
の
「
黄
」
字
は
明
ら
か
に
矢
の
字
に
從

っ
て
い
る
。
金
文
が
「
黄
」
に
借
り
て
「
珩
」
と
し
た
の
は
、
疑
う
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

契
文
「
矢
」、「
寅
」、「
黄
」
本
同
源
。
以
用
各
有
當
、
漸
致
分
化
。

（
表
）

「
矢
」、「
寅
」、「
黄
」
諸
形
、
既
有
聯
繋
、
復
有
區
別
、
要
皆
自
矢
形
衍
化

而
出
。
晩
期
卜
辭
則
「
矢
」
作
漠
、「
寅
」
作

、

、「
黄
」
作

、
區
別

甚
嚴
。
金
文
「
黄
」
字
、
乃

形
之
譌
變
。
郭
沫
若
以
爲
象
佩
珩
之
形
、
其

説
非
是
。
佩
珩
之
制
、
周
初
金
文
猶
未
及
見
。
且
契
文
「
黄
」
字
分
明
从
矢
、

金
文
借
「
黄
」
爲
「
珩
」、
當
無
可
疑
。

（『
甲
骨
文
字
詁
林
』
第
三
册

二
五
三
七
頁
「
黄
」
字
條
按
語
）

と
い
い
、「
矢
」、「
寅
」、「
黄
」
の
三
字
は
「
矢
」
が
そ
の
初
文
で
「
寅
」、「
黄
」
は

そ
の
衍
化
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
郭
氏
や
于
氏
も
「
矢
」
と
「
寅
」
と
の

關
係
を
述
べ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
黄
」
字
に
つ
い
て
も
そ
の
關
係
を
拡
げ
て

と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
干
支
の
「
寅
」
に
も
第
五
期
に
は

に
作
る

も
の
が
あ
り
（
圖
版
２
）、
各
字
の
區
別
が
嚴
密
で
あ
る
と
す
る
の
は
當
た
ら
な

い
。筆

者
は
、
右
に
擧
げ
た
よ
う
に
干
支
の
「
寅
」
字
が
「
矢
」
形
に
從
っ
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
て
、「

尹
」
を
葉
氏
・
島
氏
の
説
で
あ
る
「
寅
尹
」、
そ
し
て
さ

ら
に
は
初
文
の
ま
ま
の
「
矢
尹
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。

「
漠
」
形
は
第
五
期
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
干
支
の
「
寅
」
と
し
て
使
わ
れ

二
一
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て
い
た
（
當
然
、「
寅
」
の
韵
で
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
第
一
期
賓

組
卜
辭
に
習
見
の
「

尹
」
の
「

」
字
は
、
こ
の
干
支
と
し
て
の
「
漠
」
字
と

區
別
す
る
た
め
に
「
矢
」
字
の
下
部
が
變
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
期

に
は
「
寅
」
字
（
第
五
期
よ
り
前
に
お
け
る
「
漠
」
字
）
が
實
に
多
樣
な
形
に
作

ら
れ
て
お
り
（
圖
版
２
）、
そ
の
中
に
は
「

」
形
や
「

」
形
の
も
の
が
あ
り
、

第
一
期
に
お
け
る
「
伊
尹
」
を
表
す
文
字
も
同
樣
の
「

」
形
や
「

」
形
に
作

ら
れ
得
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
矢
」
形
で
そ
の
ま
ま
「
鉢
」
と
表
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
（
圖
版
３

［
合
三
〇
九
七
］・［
合
三
〇
九
八
］）、
こ
の
字
形
は
「

尹
」
の
成
り
立
ち
の
過

程
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
國
維
氏
や
郭
沫
若
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
干
支
の
「
寅
」
字
形
は
第
五
期
に

は
「

」・「

」
に
作
ら
れ
（「
矢
」
に
從
う
）、「

尹
」
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
が

「

」・「

」
に
作
ら
れ
て
い
る
（「
大
」
＝
人
形
に
從
う
）
と
い
う
違
い
が
認
め

ら
れ
る
。「
矢
」、「
大
」
い
ず
れ
に
從
っ
て
い
る
の
か
明
確
な
識
別
が
困
難
な
字

形
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
字
形
に
つ
い
て
は
指
摘
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

表
現
の
相
異
の
理
由
は
、「
伊
尹
」
は
あ
く
ま
で
も
祭
祀
の
對
象
で
あ
り
、
卜
辭
に

現
れ
る
「
人
格
神
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

大
乙
（
湯
王
）
と
と
も
に
、
商
王
朝
の
創
業
に
力
を
盡
く
し
た
人
物
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、「

尹
」
を
「
寅
尹
」
あ
る
い
は
「
矢
尹
」
と
と
ら
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
卜
辭
中
の
「
伊
水
」
と
考
え
ら
れ
る
地
名
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
７
）

（
８
）

四
「
箱
」・「

」
と
「

尹
」
に
つ
い
て

第
五
期
卜
辭
に
見
え
る
「
箱
」・「

」
は
、
王
の
田
獵
地
で
あ
る
。
圖
版
（
５
）

［
合
三
七
四
五
九
］
は
、
王
が
「
箱
」
に
獵
す
る
こ
と
を
卜
し
た
も
の
で
、
そ
の

時
、
獲
物
と
し
て
「
麋
」
を
十
八
頭
と
ら
え
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
圖
版
（
６
）［
合
三
六
五
九
〇
］
も
、
王
が
「
箱
」
に
往
く
と
き
に
災
い
が
な

い
か
ど
う
か
を
卜
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
箱
」
の
地
と
は
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
同
版
關
係
に

あ
る
そ
の
他
の
地
名
を
見
る
。
圖
版
（
７
）［
合
三
七
五
四
一
］
で
は
「
蟒
」
に
お

い
て
「
衣
」
で
獵
す
る
こ
と
を
卜
し
、
後
日
（
干
支
不
明
）、「
箱
」
に
お
い
て
も

同
じ
く
「
衣
」
で
獵
す
る
こ
と
を
再
び
卜
し
て
い
る
。「
衣
」
と
は
、
陳
氏
が
郭

氏
・
王
氏
の
説
を
引
い
て
（『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』
二
五
九
頁
）、「
沁
水
經
に
據
る
と
、

殷
城
は
懐
縣
の
南
に
在
り
、
沁
水
は
兩
地
を
分
け
る
。
殷
は
水
南
に
在
っ
て
懐
は

水
北
に
在
る
。
こ
の
殷
城
は
即
ち
卜
辭
の
衣
で
あ
る
（
據
沁
水
經
殷
城
在
懐
縣
之

南
、
沁
水
分
隔
兩
地
、
殷
在
水
南
而
懐
在
水
北
。
此
殷
城
即
卜
辭
之
衣
）。」
と
す

る
「
河
南
沁
陽
附
近
」
の
田
獵
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
原
甲
骨
文
（
Ｈ
一

一
・
三
）（
圖
版
８
）
に
も
「
殷
」
を
表
す
文
字
と
し
て
見
え
て
い
る
「
衣
」
は
こ

の
周
邊
を
さ
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
地
圖
參
照
）。

圖
版
（
９
）［
合
三
七
四
五
二
］
は
、
王
が
「
召
」
へ
向
か
い
、
そ
の
三
日
後
に

「
箱
」
で
田
獵
を
す
る
こ
と
を
卜
し
た
一
版
で
あ
る
。
ま
た
、
圖
版
（

）［
合
三

１０

七
四
九
五
］
で
も
王
が
「
召
」
へ
往
き
、
そ
の
十
三
日
後
に
「
蟒
」
で
獵
を
す
る

こ
と
を
卜
し
て
い
る
。「
召
」
に
つ
い
て
も
、
陳
氏
は
郭
氏
の
説
（『
卜
辭
通
纂
』

第
六
一
五
片
）
を
引
い
て
「
今
垣
曲
縣
東
邵
源
鎮
、
即
古
之
召
」
と
位
置
を
特
定

（
９
）

（

）
１０

卜
辭
に
お
け
る
「
伊
水
」
に
關
す
る
試
論

二
二



し
て
お
り
（
地
圖
參
照
）、
白
川
靜
先
生
も
「
召
は
殷
に
と
つ
て
は
元
來
異
種
化
外

の
地
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
の
族
は
召
方
と
よ
ば
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
地
域
は
、
召
に

關
係
あ
る
地
名
か
ら
推
し
て
、
北
は
河
東
垣
縣
の
邵
亭
・
邵
城
、
東
は
河
内
雍
城

の
東
に
あ
た
る
召
城
、
ま
た
南
し
て
河
南
郾
城
の
東
三
十
五
里
の
召
陵
、
南
は
南

陽
道
の
南
召
を
含
む
範
囲
に
わ
た
っ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
す
な
は
ち
、
今

の
河
南
西
半
は
、
北
は
河
水
を
狹
み
、
南
は
伏
牛
を
超
え
る
地
域
の
大
部
分
が
、

召
方
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
」「
召
の
地
望
が
大
河
に
沿
ふ
區
域
で
あ
つ

た
」（「
召
方
考
」『
甲
骨
金
文
學
論
叢
』
二
集

一
九
五
五
年
）、
ま
た
「
殷
王
の

狩
獵
の
地
に

と
よ
ば
れ
る
地
が
あ
り
、
周
初
の
召
氏
の
器
は
み
な

の
字
を
用

い
て
い
る
。

は
河
内
の
地
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
地
は
も
と
召
氏
の
領
有
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
殷
が
そ
の
地
を
支
配
す
る
に
及
ん
で
、
召
氏
は
伊
洛

の
南
に
退
き
、
そ
こ
に
根
據
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」（『
甲
骨
文
の

世
界
』
一
七
二
頁
）
と
さ
れ
る
地
で
あ
る
。

ま
た
、
圖
版
（

）［
屯
南
二
七
三
九
］
に
は
「

」
で
田
獵
し
、
そ
の
四
日
後

１１

に
「
蟒
」
で
再
び
田
獵
す
る
こ
と
を
卜
し
て
い
る
。
こ
の
「

」
は
ま
た
、「
向
」

や
「
喪
（
噩
）」
な
ど
の
地
と
同
版
關
係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
は
『
小
屯
南
地
甲

骨
』「
釋
文
編
」
に
よ
れ
ば
「
沁
陽
田
獵
區
」
に
屬
す
る
地
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

す
べ
て
「
衣
」
に
近
い
地
區
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

陳
夢
家
氏
は
こ
れ
ら
の
田
獵
地
區
の
範
囲
を
、

こ
れ
は
太
行
山
、
沁
水
と
黄
河
と
の
間
に
あ
り
、
東
西
が

㎞
、
南
北
が

１５０

㎞
、
そ
の
地
は
山
麓
と
藪
澤
の
間
に
あ
る
。
殷
城
は
そ
の
中
に
あ
り
、
南

５０限
は
偃
師
の
西
亳
で
、
殷
王
の
都
し
た
邢
丘
と
傲
も
、
と
も
に
こ
の
中
に
あ

り
、
田
獵
が
及
ん
だ
召
に
も
ま
た
宗
廟
が
あ
っ
た
。
東
北
は
朝
歌
と
隔
た
る

（

）
１１

こ
と
遠
く
な
い
。

是
在
太
行
山
沁
水
與
黄
河
之
間
、
東
西

公
里
、
南
北

公
里
、
地
處
山

１５０

５０

麓
與
藪
澤
之
間
。
殷
城
在
其
中
、
南
界
偃
師
之
西
亳
、
而
殷
王
所
都
之
邢
丘

與
傲
、
均
在
區
中
、
田
獵
所
及
之
召
亦
有
宗
廟
。
東
北
距
朝
歌
不
遠
。

（『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』
二
六
二
頁
）

と
考
え
、
偃
師
を
南
限
と
し
た
地
區
と
と
ら
え
て
い
る
。

圖
版
（

）［
合
三
七
五
三
三
］
は
「
高
」
の
地
に
あ
っ
て
、「
衣
」
で
の
田
獵

１２

に
災
い
が
な
い
か
を
卜
し
た
辭
で
あ
る
。
こ
の
卜
辭
の
「
高
」
の
地
に
つ
い
て
、

陳
氏
は
『
左
傳
』
に
見
え
る
「
鄗
山
」
に
比
定
し
て
、

こ
の
卜
辭
は
高
に
い
て
王
が
衣
に
田
獵
す
る
の
を
貞
う
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
高
・
衣
は
必
ず
近
く
に
あ
る
は
ず
だ
。
左
傳
宣
公
十
二
年
に
「
晉
師
敖

鄗
の
間
に
在
り
」
と
い
い
、
そ
の
杜
注
に
は
「
敖
・
鄗
の
二
山
は
滎
陽
縣
の

西
北
に
在
り
」
と
い
う
。
今
の
滎
澤
縣
の
境
で
あ
り
、
大
河
は
そ
の
西
北
に

位
置
す
る
。

此
是
在
高
貞
王
田
衣
、
則
高
・
衣
必
相
近
。
左
傳
宣
十
二
「
晉
師
在
敖
鄗

之
間
」、
杜
注
云
「
敖
・
鄗
二
山
在
滎
陽
縣
西
北
」、
今
滎
澤
縣
境
、
大
河
在

其
西
北

（『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』
二
六
一
頁
）

と
考
え
て
い
る
。「
高
」
の
地
に
お
い
て
「
衣
」
で
田
獵
す
る
こ
と
を
貞
う
こ
の
卜

辭
は
、
さ
き
に
擧
げ
た
「
蟒
」
の
地
に
お
い
て
「
衣
」
で
田
獵
す
る
こ
と
を
貞
い
、

ま
た
「
箱
」
の
地
に
お
い
て
「
衣
」
で
田
獵
す
る
こ
と
を
貞
う
卜
辭
（
圖
版
７
［
合

三
七
五
四
一
］）
と
同
種
の
も
の
と
い
え
る
。「
高
」
が
黄
河
の
南
の
地
で
あ
る
と

す
る
陳
氏
の
説
に
沿
う
な
ら
ば
、「
箱
」
も
同
じ
く
黄
河
の
南
の
地
と
考
え
る
こ

と
も
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

（

）
１２
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こ
こ
で
、「
箱
」
が
黄
河
の
南
に
位
置
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
み
た
い
。

「
箱
」
の
地
は
「
衣
」
に
近
い
地
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
「
箱
」
字
は
「
水
」

と
「
矢
」
と
の
形
聲
字
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
點
に
注
目
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
伊
尹
」
の
初
期
の
呼
稱
で
あ
る
「

尹
」
の
「

」
字
は
基
本
的
に
「
矢
」
に

從
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
伊
尹
」
へ
と
變
化
し
て
い
っ
た
。
同
樣
に
、
聲
符

と
し
て
の
「
矢
」
を
そ
の
う
ち
に
含
む
「
箱
」
は
、
後
に
「
伊
水
」
へ
と
變
化
す

る
前
の
、
殷
代
に
お
け
る
「
伊
水
」
の
卜
辭
の
上
で
の
呼
稱
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「

尹
」
が
「
伊
尹
」
へ
と
變
化
し
て
い
っ
た
の
と
同
じ

く
、「
箱
」（

＝
矢
水
、
あ
る
い
は
、
演
＝
寅
水
）
が
「
伊
水
」
へ
と
變
化
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

田
獵
の
具
體
的
な
地
望
と
し
て
は
、「
伊
水
」
が
「
洛
水
」
に
合
流
す
る
地
點

（
偃
師
と
は
至
近
距
離
）
あ
た
り
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
伊
尹
」
は
祭
祀
卜
辭
に
習
見
し
て
お
り
、
盛
ん
に
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
第
一
期
賓
組
卜
辭
で
は
（
少
數
の
第
二
期
卜
辭
で
も
）「

尹
」
と
さ
れ
、

第
三
期
・
第
四
期
（
歴
組
卜
辭
）
で
は
「
伊
尹
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に

述
べ
た
。
こ
の
變
化
は
、
時
期
的
要
因
（
貞
人
の
入
れ
替
わ
り
な
ど
）、
あ
る
い
は

占
卜
機
關
の
相
異
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
變

化
の
生
じ
や
す
い
状
況
下
で
變
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
箱
」

は
地
名
で
あ
る
が
故
に
變
化
が
起
こ
り
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
き

な
人
工
的
な
力
（
政
治
的
な
力
な
ど
）
が
働
か
な
い
限
り
地
名
が
大
き
く
變
化
す

る
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

金
文
資
料
と
し
て
「

伯
鮎
」（『
殷
周
金
文
集
成
』
二
五
七
三
・『
三
代
吉
金
文

（

）
１３

存
』
卷
八

一
三
葉
）
と
い
う
器
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
集
成
』
の
解
説
に
よ
れ
ば

「
流
傳
」
品
（
傳
世
品
）
で
あ
り
、
西
周
晩
期
に
屬
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
銘
文
の
「

」
と
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
箱
」（
＝
「
伊
水
」）
と
の
關
係
は

不
明
で
あ
る
が
、
も
し
同
一
地
を
さ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
卜
辭
に
見
え
る
「
箱
」

地
は
、
西
周
晩
期
ま
で
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

五
「
寅
」・「
矢
」
と
「
伊
」
の
通
用
に
つ
い
て

韵
の
通
用
、
變
化
に
つ
い
て
も
證
左
と
な
り
う
る
の
で
參
考
と
し
て
考
え
て
お

き
た
い
。

「
寅
」
字
の
韵
は
眞
部
、「
伊
」
字
は
脂
部
に
そ
れ
ぞ
れ
屬
し
、
陰
陽
對
轉
の
關

係
に
あ
る
字
で
あ
り
、「
寅
尹
」
か
ら
「
伊
尹
」
へ
の
變
化
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

ま
た
、「
矢
」
字
と
「
伊
」
字
に
關
し
て
は
、
次
の
諸
例
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。『

莊
子
』「
人
間
世
」
の
「
夫
愛
馬
者
、
以
筺
盛
矢
」
に
對
し
て
『
經
典
釋
文
』

に
は
「
矢
或
作
屎
」
と
し
、
同
じ
く
「
知
北
遊
」
の
「
曰
、
何
其
愈
甚
邪
、
曰
、

在
屎
溺
」
に
對
し
、
盧
文
弨
は
「
屎
、
尸
旨
反
、
舊
詩
旨
反
、
本
或
作
矢
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
、『
史
記
』「
廉
頗
藺
相
如
列
傳
」
の
「
廉
將
軍
雖
老
、
尚
善
飯
、

然
與
臣
坐
、
頃
之
三
遺
矢
矣
」
の
「
索
隱
」
に
は
「
謂
數
起
便
也
、
矢
、
一
作
屎
」

と
い
い
、「
矢
」
と
「
屎
」
と
が
通
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、『
詩
經
』「
大
雅
」「
板
」
第
五
章
の
「
民
之
方
殿
屎
」
を
、『
説
文
解
字
』

「
唸
」
字
條
に
は
「
詩
曰
、
民
之
方
唸
媽
」
に
作
っ
て
い
て
、「
媽
」・「
伊
」
は
同

音
（
脂
部
、
於
夷
切
）
で
あ
る
。

（

）
１４

（

）
１５

（

）
１６

（

）
１７

卜
辭
に
お
け
る
「
伊
水
」
に
關
す
る
試
論

二
四



つ
ま
り
、「
矢
」
字
は
「
屎
」
字
を
通
し
て
「
伊
」
字
と
通
用
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。「

尹
」
を
「
矢
尹
」
と
解
し
た
場
合
に
も
、「
伊
尹
」
へ
と
繋
が
る
の
で
あ

る
。

六

ま
と
め

湯
王
の
商
王
朝
創
業
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
「
伊
尹
」

は
、
卜
辭
の
上
で
は
「

尹
」、
後
に
「
伊
尹
」
と
表
さ
れ
、「
伊
水
」
の
洪
水
に

よ
っ
て
そ
の
母
の
化
し
た
「
空
桑
」
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
説
話
を
も
ち
、
ま
た
、

元
來
は
「
伊
水
の
神
、
そ
の
水
神
を
祀
る
祭
祀
者
」
と
も
さ
れ
る
、
卜
辭
で
は

種
々
の
祭
祀
の
對
象
と
な
っ
て
い
る
神
格
で
あ
る
。「
伊
尹
」
の
名
は
、
こ
の
「
伊

水
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
卜
辭
の
上
で

は
從
來
、「
伊
水
」
そ
の
も
の
を
見
い
出
し
得
な
か
っ
た
。

拙
論
で
は
、「
伊
尹
」
の
よ
り
早
い
呼
稱
で
あ
る
「

尹
」
の
「

」
字
に
着
目

す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
五
期
の
田
獵
卜
辭
中
に
見
え
る
「
箱
」
の
地
が
古
の
「
伊

水
」
に
臨
む
地
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
。
こ
れ
ま
で
、
卜
辭
の
上

で
「
伊
水
」
に
比
定
す
る
べ
き
文
字
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、「
箱
」
が
「
伊
水
」
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
説
話
に
見
え
る
よ
う

に
「
伊
尹
」
が
そ
の
名
を
得
た
「
伊
水
」
の
存
在
を
、
卜
辭
そ
の
も
の
の
上
に
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

註（
１
）「
伊
尹
」
に
つ
い
て
は
、
他
に
『
墨
子
』「
尚
賢
上
」
に
「
湯
擧
伊
尹
於
庖
廚
之

中
」、「
尚
賢
中
」
に
「
伊
摯
、
有
莘
氏
女
之
私
臣
、
親
爲
庖
人
、
湯
得
之
、
擧
以

爲
己
相
、
與
接
天
下
之
政
、
治
天
下
之
民
」、「
尚
賢
下
」
に
「
昔
伊
尹
爲
莘
氏
女

（

）
１８

師
僕
、
使
爲
庖
人
、
湯
得
而
擧
之
、
立
爲
三
公
、
使
接
天
下
之
政
、
治
天
下
之
民
」

と
い
う
。
そ
の
他
、『
荘
子
』「
庚
桑
楚
」、『
韓
非
子
』「
難
言
」、『
呂
氏
春
秋
』「
具

備
」・「
求
人
」、『
淮
南
子
』「
氾
論
訓
」・「
脩
務
訓
」
な
ど
の
諸
書
に
も
見
え
る
。

ま
た
、『
孟
子
』「
萬
章
上
」
に
は
「
萬
章
問
曰
、
人
有
言
伊
尹
以
割
烹
要
湯
、
有

諸
、
孟
子
曰
、
否
、
不
然
、
伊
尹
耕
於
有
莘
之
野
、
而
樂
堯
舜
之
道
焉
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
は
、「
伊
尹
」
は
「
庖
人
」
や
「
甑
臣
」
で
は
な
く
、
有
莘
の
野
に
耕
す

「
處
士
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（
陳
奇
猷
氏
は
こ
の
『
孟
子
』
の

表
現
を
「
處
士
」
を
い
う
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
（「
伊
尹
的
出
身
及
其
姓
名
」

『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
一
年

三
輯
））、
こ
れ
は
「
殷
本
紀
」
の
「
或
曰
」

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
「
處
士
」
と
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
空
桑
説
話
」
に
つ

い
て
は
、「
天
問
」
王
逸
注
、『
論
衡
』「
吉
驗
」、『
水
經
注
』「
伊
水
」
に
見
え
る
。

（
２
）「
歴
組
」
卜
辭
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
第
一
期
説
と
、
第
四
期
説
と
が
行

わ
れ
て
い
て
未
だ
そ
の
決
着
を
見
な
い
。
第
一
期
説
の
場
合
で
も
、
武
帝
晩
期
か

ら
第
二
期
に
か
か
る
時
期
が
「
歴
組
」
の
時
期
と
さ
れ
て
お
り
、「

尹
」
の
呼
稱

が
元
來
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
３
）
王
族
卜
辭
、
多
子
族
卜
辭
に
は
「
伊
尹
」
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
四
例
、

「

尹
」
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
一
例
あ
る
。
こ
の
類
の
卜
辭
に
つ
い
て
も

ま
た
周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
卜
辭
の
屬
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
武
丁
期

に
屬
す
る
と
い
う
も
の
と
、
第
四
期
文
武
丁
期
に
屬
す
る
と
す
る
説
と
が
あ
る
。

が
、「
第
二
區
二
六
坑
に
お
い
て
王
族
卜
辭
多
子
族
卜
辭
が
一
期
の
み
で
な
く
二

期
早
期
卜
辭
と
も
混
じ
て
出
土
す
る
こ
と
は
、
こ
の
類
卜
辭
が
二
期
に
下
り
、
最

下
限
は
三
期
に
も
下
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
」

（「
甲
骨
斷
代
研
究
法
の
再
檢
討
」
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
『
東
方
學
報
二
三
』

一
九
五
三
年
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
武
丁
期
に
屬
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
遅
い
段

階
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
論
文
に
は
王
族
卜
辭
・
多
子
族

卜
辭
は
、
賓
組
卜
辭
な
ど
と
は
「
占
卜
機
關
」
を
異
に
し
た
卜
辭
で
あ
る
と
い
う

見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
主
流
で
あ
る
賓
組
卜
辭
に
お
い
て
「

尹
」
と
さ
れ
、

非
主
流
で
あ
る
王
族
卜
辭
・
多
子
族
卜
辭
に
お
い
て
「
伊
尹
」
と
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
考
え
れ
ば
、
や
は
り
元
來
は
「

尹
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
る
の
が
妥
當

で
あ
ろ
う
。

二
五

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
一
號



（
４
）
た
だ
し
、「

」
字
に
關
し
て
は
考
釋
が
留
保
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
の
干
支
の
「
寅
」
は
、
第
五
期
の
多
樣
な
形
と
は
一

線
を
画
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
「
漠
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）
羅
振
玉
氏
『
増
訂
殷
虚
書
契
考
釋
』（
中

四
十
四
葉
）、
王
襄
氏
『
椥
室
殷
契

類
纂
』（
正
編

二
十
六
葉
）
に
見
え
る
。
ま
た
、『
甲
骨
文
字
典
』（
徐
中
舒
主
編

四
川
辭
書
出
版
社

一
九
八
九
年
）「
寅
」
字
條
の
解
説
に
は
、「
…
…
郭
沫
若

は
甲
骨
文
の
寅
字
は
漠
も
し
く
は

に
作
り
、
こ
れ
ら
は
、
ひ
と
し
く
矢
あ
る
い

は
弓
矢
の
形
に
か
た
ど
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
郭
説
は
是
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、

が
弓
矢
に
か
た
ど
る
と
い
う
の
は
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
甲
骨
文
の
弓
字

は
鼻

に
作
っ
て
お
り
、
す
べ
て
弓
の
形
に
か
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に

が
從
う

の
形
と
は
は
な
は
だ
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
弓
で
あ
る
は

ず
は
な
い
。
朱
芳
圃
は
言
う
、
甲
骨
文
の
晩
期
に
は

に
作
り
、

は
、
附
加
の

形
符
で
あ
り
、
兵
器
の
矢
と
區
別
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
朱
説
は
從
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
矢
に
從
い
、
梓
に
從
っ
て
、

の
形
に
作
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

郭
沫
若
は
言
う
、
雙
手
で
矢
を
奉
ず
る
形
で
あ
る
と
。
こ
れ
を
詳
細
に
調
べ
て
み

る
と
、
梓
は

の
譌
の
よ
う
で
あ
る
。
金
文
が

や

な
ど
の
形
に
作
っ
て
い
る

の
は
皆
、
甲
骨
文
の
こ
の
形
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

「
…
…
郭
沫
若
謂
甲
骨
文
寅
字
作
漠
若

、
均
象
矢
若
弓
矢
形
、
按
郭
説
近

是
、
惟
謂

象
弓
矢
則
可
商
、
甲
骨
文
弓
字
作
鼻

等
形
、
均
象
弓
形
、

而

所
從
之

與
形
相
去
甚
遠
、
故
不
應
是
弓
、
朱
芳
圃
謂
、
甲
骨
文
晩
期

作

、

爲
附
加
之
形
符
、
以
別
於
兵
器
之
矢
、
按
朱
説
可
從
、
又
有
從
矢

從
梓
作

形
者
、
郭
沫
若
謂
、
象
雙
手
捧
矢
形
、
細
審
之
、
梓
似
爲

之
譌
、

金
文
作

、

等
形
者
、
皆
本
甲
骨
文
此
形
（
一
五
八
五
頁
）

（
７
）「
漠
」
字
が
干
支
で
は
な
く
て
、
單
獨
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
え

ず
、
各
時
期
を
通
じ
て
十
例
程
度
見
い
だ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
８
）
色
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
「
黄
」
字
も
卜
辭
中
に
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
（
圖
版
４
）。
そ
の
す
べ
て
が
「
黄
牛
」
を
い
う
場
合
で
あ
り
、
牛
の
色
を
表
す

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
「
（

）」・「

」
兩
字
が
使
わ
れ
て
い
て
、

下
部
の
形
が
若
干
異
な
る
。
第
五
期
の
字
形
に
は
明
ら
か
に
「
矢
」
字
の
形
に
作

ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
郭
氏
な
ど
が
「
黄
」
字
を
「
佩
玉
の
人
形
」

と
し
て
い
る
の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
「
黄
」
字
で
あ
る
が
、

こ
の
「
黄
」
字
に
お
い
て
も
「
矢
」
に
從
う
も
の
、「
人
形
」
に
從
う
も
の
の
兩
形

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
９
）
徐
錫
臺
氏
は
「『
衣
王
』
の
二
字
は
殷
墟
卜
辭
中
に
は
未
だ
に
見
い
だ
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
周
人
の
商
王
に
對
す
る
蔑
視
の
稱
號
で
あ
る
（『
衣
王
』
二

字
在
殷
墟
卜
辭
裏
從
未
出
現
過
、
是
周
人
蔑
視
商
王
之
稱
）」（『
周
原
甲
骨
文
綜

述
』
一
四
頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
禮
記
』「
中
庸
」
に
「
武
王
纘
大
王
・
王

季
・
文
王
之
緒
、
壹
戎
衣
而
有
天
下
」
と
い
い
、
鄭
注
に
「
衣
讀
如
殷
、
聲
之
誤

也
」
と
す
る
が
、
陳
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
周
側
の
殷
（
商
）
に
對
す
る
古
い
稱

號
（
一
種
の
蔑
称
）
の
名
殘
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
氏
は
「
衣
は
卜
辭
中
の
一
つ
の

小
地
名
で
あ
り
、
殷
王
の
畋
獵
地
で
あ
る
。
周
人
は
商
の
こ
と
を
衣
と
稱
し
た
り
、

殷
と
稱
し
た
り
す
る
が
、
お
そ
ら
く
敵
愾
心
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
衣
是
卜

辭
中
的
一
個
小
地
名
、
是
殷
王
畋
獵
的
地
方
。
周
人
稱
商
爲
衣
、
爲
殷
、
大
約
出

於
敵
愾
）」（『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』
二
六
三
・
四
頁
）
と
い
う
。

（

）
松
丸
道
雄
氏
（「
殷
墟
卜
辭
中
の
田
獵
地
に
つ
い
て
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

１０
第
三
十
一
册

一
九
六
三
年
）、
や
李
學
勤
氏
（『
殷
代
地
理
簡
論
』
科
學
出
版
社

一
九
五
九
年
）
は
、
こ
れ
ら
一
聯
の
卜
辭
の
「
衣
」
を
地
名
と
し
て
は
認
め
て

い
な
い
。
松
丸
氏
は
、
他
の
田
獵
卜
辭
と
比
較
し
た
上
で
、「
衣
」
字
下
に
多
く
見

い
だ
せ
る
「
逐
」
字
と
併
せ
て
讀
む
べ
き
で
、「
衣
逐
」
と
い
う
一
種
の
獵
の
方
法

を
表
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
氏
も
同
じ
く
「
衣
逐
」
を
獵
法
と

し
、「
衣
」
を
「
殷
」
と
訓
ん
だ
上
で
「
同
」
あ
る
い
は
「
合
」
の
意
に
と
っ
て
、

「
衣
逐
は
即
ち
合
逐
の
意
な
り
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
兩
者
と
も
見
る
べ
き
所
の

あ
る
議
論
で
あ
る
が
、「
逐
」
を
單
獨
で
、「
衣
」
に
お
け
る
田
獵
の
方
法
と
見
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、「
田
下
衣
上
に
田
獵
地
を
記
し
て
い
る
場
合
の
衣
字
を

讀
み
下
し
え
な
い
」
と
さ
れ
る
が
、「
衣
」
と
他
の
田
獵
地
と
で
狩
獵
す
る
こ
と
を

同
時
に
卜
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
、

圖
版

は
「
羌
」
と
「
衣
」
で
田
獵
す
る
こ
と
を
同
時
に
卜
し
た
も
の
と
考
え
得

１２

る
）。
李
氏
は
「
衣
」
を
地
名
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
松
丸
氏
と
は
異
な
り
、

「
沁
陽
田
獵
區
」
に
つ
い
て
は
そ
の
お
お
よ
そ
の
範
囲
を
諸
家
と
同
樣
に
と
ら
え

て
い
る
。
假
に
松
丸
・
李
兩
氏
の
言
う
よ
う
に
「
衣
」
が
地
名
を
表
す
も
の
で
な

卜
辭
に
お
け
る
「
伊
水
」
に
關
す
る
試
論

二
六



く
て
も
、
註（

）で
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
殷
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ

１２

れ
ら
の
田
獵
區
の
位
置
は
や
は
り
、
陳
氏
の
限
定
し
た
範
囲
で
あ
る
「
沁
陽
」
附

近
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（

）
圖
版
（

）［
屯
南
二
七
三
九
］
の
「
釋
文
編
」
で
は
、「
蝶
」
と
「
蟒
」
と
に

１１

１１

お
け
る
畋
獵
が
、
同
じ
「
壬
」
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
卜
辭
の
位
置
關
係
か
ら
見
て
も
必
ず
し
も
同
日
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

他
の
卜
辭
例
か
ら
見
て
も
、「

」
で
の
畋
獵
の
日
と
「
蟒
」
で
の
そ
れ
と
の
間
に

「
蝶
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
蝶
」
と
「
蟒
」

と
は
鄰
接
し
た
地
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
松
丸
氏
は
先
の
論
考
の
中
で
、「
沁
陽
田
獵
區
」
を
認
め
ず
、
こ
れ
ら
の
田
獵
區

１２
地
（
松
丸
氏
は
百
餘
り
と
す
る
）
は
す
べ
て
殷
墟
を
中
心
と
し
た
最
大
半
徑
二
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
極
め
て
「
狹
隘
な
地
域
」
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
氏
は
卜

辭
に
現
れ
る
田
獵
地
間
の
干
支
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
（
日
程
）
を
表
に
し
た
上

で
、「
多
數
の
點
の
う
ち
、
任
意
の
二
點
間
の
距
離
が
す
べ
て
l
ま
た
は
そ
れ
以

下
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
點
を
含
む
よ
う
な
半
徑
l
／
√
３
の
圓
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
い
、「
第
二
期
以
降
の
田
獵
卜
辭
に
み
ら
れ
る
一
一
二

地
の
少
な
く
と
も
大
多
數
は
、
あ
る
一
地
を
中
心
と
し
て
、
半
徑
半
日
行
程
の
圓

内
に
散
在
し
た
の
も
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
數
式
自
體
は
無
論
正
し
い
も
の

で
あ
る
が
、
氏
は
中
心
を
置
く
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
考
え
る
た
め
、
半
徑
に
と

ら
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
任
意
の
二
點
間
の
距
離
が
す
べ
て

l
ま
た
は
そ
れ
以
下
で
あ
る
場
合
」
と
は
「
一
邊
の
長
さ
が
l
の
正
三
角
形
に
外

接
す
る
圓
内
」
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
卜
辭
の
田
獵
地
は
こ
の
圓
内
に

散
在
し
て
い
る
も
の
と
單
純
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
あ
る
中
心
を
考
え
る

必
然
性
を
こ
の
數
式
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
氏
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
田

獵
卜
辭
に
見
え
る
干
支
ご
と
に
王
が
殷
墟
か
ら
出
発
し
、
田
獵
を
終
え
て
そ
の
日

の
内
に
殷
墟
に
還
っ
て
く
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
日
の
内
に

往
復
す
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
卜
辭
の
「
往
來
亡
災
」
の
「
往
來
」
と
は
、

殷
墟
か
ら
の
「
往
來
」
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
連
續
し
て
獵
地
を
わ
た
り
歩
く

と
き
の
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
営
地
か
ら
實
際
に
田
獵
す
る
現
場
ま
で

の
こ
と
を
い
う
も
の
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
單
に
田
獵
中
の
行
動
の
無

事
を
祈
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、「
沁
陽
田
獵
區
」
附
近
の

地
は
殷
王
朝
の
創
業
期
か
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
地
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
お
そ
ら
く
殷
は
、
ま
ず
こ
の
偃
師
の
地
に
進
出
し
て
河
・
岳
の
祭
祀
権
を
掌
握

し
、
そ
の
支
配
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
の
ち
退
い
て
鄭
州
に
大
都
城
を
建
設
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
河
・
岳
の
祭
祀
権
を
奪
取
し
、
農
耕
儀
禮
の
上
に
最

も
重
要
な
聖
地
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
殷
は
王
朝
と
し
て
の
名
實
を
整
え

て
ゆ
く
の
で
あ
る
」（『
甲
骨
文
の
世
界
』
七
〇
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
殷
の
最

初
期
か
ら
一
貫
し
て
こ
れ
ら
の
地
は
王
朝
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
從
っ

て
、
こ
の
田
獵
地
區
に
お
い
て
田
獵
を
行
う
こ
と
は
、
殷
王
に
と
っ
て
大
き
な
意

義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
第
五
期
に
は
西
方
の
勢
力
へ
の
牽
制
に
も
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（

）
圖
版
（

）
は
『
三
代
吉
金
文
存
』
に
見
え
る
「

伯
鮎
」
の
銘
文
で
あ
る
。

１３

１３

（

）
王
力
「
上
古
韵
部
及
常
用
字
歸
部
表
」（『
古
代
漢
語
』〔
附
録
三
〕）
に
據
れ
ば

１４
「
寅
」
は
「
二
十
、
眞
部
」
に
、「
伊
」
は
「
十
八
、
脂
部
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
屬

し
て
い
る
。
ま
た
『
同
源
字
典
』
に
據
れ
ば
、「
眞
部
」「
脂
部
」
は
と
も
に
乙
類

の
縦
同
列
に
屬
し
て
お
り
、「
同
類
同
直
行
者
爲
對
轉
」
と
い
い
、
こ
こ
で
は
「
脂

眞
對
轉
」（
例
と
し
て
「
比
」
と
「
頻
」
と
が
擧
げ
ら
れ
る
）
で
あ
っ
て
、
所
謂

「
陰
陽
對
轉
」
の
關
係
に
當
た
る
字
で
あ
る
。

（

）
張
儒
・
劉
毓
慶
『
漢
字
通
用
聲
素
研
究
』（
山
西
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年
）

１５
七
八
七
頁
。

（

）
大
徐
本
・
小
徐
本
と
も
に
「
詩
曰
、
民
之
方
唸
妣
」
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、

１６
「
妣
」
字
條
の
段
注
に
は
「
依
詩
爾
雅
音
義
五
經
文
字
云
、
屎
、
説
文
作
媽
、
然

則
今
本
説
文
作
妣
者
、
俗
人
妄
改
也
」
と
い
い
、
ま
た
、『
説
文
解
字
通
訓
定
聲
』

の
「
妣
」
字
條
に
も
、「
或
曰
从
尸
誤
字
、
當
从
尹
、
伊
省
聲
、
字
亦
作
咿
、
字
林
、

咿
、
内
悲
也
、
唸
媽
者
、
猶
吟
呻
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
從
う
。

（

）「
伊
」「
咿
」「
媽
」
は
と
も
に
『
集
韵
』（
平
聲
、
脂
第
六
）
に
見
え
、「
於
夷

１７
切
」
で
あ
る
。

（

）
陳
奇
猷
氏
は
、「
伊
尹
得
姓
也
是
如
此
」
と
し
て
『
呂
氏
春
秋
』「
本
味
」
篇
の

１８
「
空
桑
説
話
」
を
引
き
、
そ
の
後
「
伊
尹
が
姓
を
得
た
神
話
は
ま
さ
に
殷
の
契
が

子
姓
を
得
た
話
と
類
似
し
て
い
る
（
伊
尹
得
姓
的
神
話
正
與
殷
契
得
姓
子
氏
相
類

二
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似
）」
と
述
べ
、
殷
の
契
が
玄
鳥
の
卵
（
子
）
を
呑
ん
だ
母
か
ら
産
ま
れ
て
子
姓
を

得
た
の
と
同
樣
だ
と
し
て
い
る
。（
注（
１
）の
引
用
論
文
に
同
じ
）

引
用
著
録
略
號

合
…
…
『
甲
骨
文
合
集
』
屯
南
…
…
『
小
屯
南
地
甲
骨
』

周
原
…
…
『
周
原
甲
骨
文
』（
曹
衙

編
著
世
界
圖
書
出
版
社
二
〇

〇
二
年
）

卜
辭
に
お
け
る
「
伊
水
」
に
關
す
る
試
論

二
八
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